


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　x　　　　　x　　　　　k　　　　　 シ　　　　　x　　　　　，　　　　　　　　　　　 x　　　　　N　　　　　1　　　　　x　　　　　 s　　　　　へ　　　　　1　　　　　 ぺ　　　　　1　　　　　x　　　　　x　　　　　 h　　　　　t　　　　　x　　　　　N　　　　　x　　　　　N　　　　　t　　　　　N
－tT至ってL・るわけ．こはない　：t〕らゆる能動性iはli　）’；闇‘ノ）うちへと、習慣的受動担三へと変化し、
三：　　［、　　・：t1…1｝」〔：：．オ｛　し：　ソ：1　L　、しノ）　1二1イ文1二［、　　｝ざξ1豊il｝1’∫ど’Nj．tt”i：i》k，　f・j．．与・i二1揖ミ　し．　．こL／）f］i’tl．遂i°「1．二LU］　し．　rこ1￥「　．tt－　～：）、ノ；、
1　　　　　 へ　　　　　x　　　　　 h　　　　　，　　　　　 へ　　　　　1　　　　　s　　　　　1　　　　　N　　　　　x　　　　　h　　　　　N　　　　　1　　　　　li　　　　　h
習1貫的に留、t｛るという川：．りで智～まる　仁が遂’行L．た意味を規定’｝’る判断ソ）決ヨ三や、価値一．．lit、
意』，［㌧ミU）］廿定は、根溺ミ的な作用ととも；こ造｝ざ去るのて：’はなく、いてべ’、あるF判貫的『尤殿物・．∨王る
・ノ）．こ：♪）イ）　（XNSVII、　S．334　｛労，11、・1強ミIV，Y引用者’）
　このように［．て、あらゆる能動刊1は習慣の’受動申｛三へ．と変化し、そニへと沈澱すろが、完全に
忘却されてしkうわけ一ぐはない，、沈殿化され．た受動的習慣↑4三を通じて、日己の規範化への展開
を熟成し．’『／）、自LLの生1よより！．！一体的な自己へとノヒ成　・｝一る、．こうして規範化された生きる具体
的な自己が、ソッサ…ルV）「，N格」概念の根二幹を形成している、周知のよう1こ“γリストテレス
（．［　［「ニコマコス倫理学』　 CLニゴ：、〕し、『ご、　ノ；芝！｝こ」く」）［－lgl～写』、三二し、／．）7「：二圭tx：ilfl　fイ～こしノ）・う　〕『』｝’（r“牛～∫・∫．主二（ノ〕イ隻’，｝｝1」を／」tlし・う　 ｝：イ～｛9
を「人格1とし．、、またカントは1． ｨ／ノ1；（Sache）」に．み1’2れる．ようなr段としての相対的価値．とは
区別Lて、日的それじたいとL’この絶対的価］［1≒：を「人格」に認める，こしり．，1．1うに1人格」は、
「IL’．・ノ），身fイKを’イゴー・，｝ポζ）、こ、と》（r“〔ノ）、フ，・‘、　1｝f巨　・k勺一（r・ilsi｛イ91［］勺オQド｝L三元ミ（ノ）’ご1：t≠ごく、　≠↓こ：こ．kり毛、〔｝L二身｛本1・こ
105
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恨さ．した．固イ1’の習慣性を通じて形成されてくる己（力歴史を有し、そして加えるに別性的存イ王者
とLて、川L」同・性〔ノ），口：識を持・．pた［’i己を表∫見している．したが一ノて1．人格一1における「’妥’」
とは、個々の人格の具体的実践1灼生における習’i』9t化に根ざした、道徳的・倫理／］勺行為となる．．
．．ノ・ソ．リ’一一ルに才．；いて、この人格的「愛’」カミ、「持統する信、念、持続すろ実践〔1勺ハピ．トゥス、ハピ．
ト・．ンス（ノ）∫見イ動イヒ〔ノ）活動」　（XIV　S．172）　とノξ」現さ才｜，る7tt’ノ・ソサー．．一ル1ま、　こうL，たノ＼〕各［｝勺　P愛」
に．示される、実践的ハヒ’1トゥスソ）現働化という倫理的ノヒ1こおける出来事を、何1．．二りも、道徳自勺・
千倫川！白勺なづミ跳～1’1勺ノLに才」ける｝旨三尊王里危ごとしてji里角皐してい・る．．「’j愛」1よこうしたノ．＼考各｝三巧2　h元」∫法、／隻に才」
し・て初y）て、1芭｛恵白勺・栢有∫里1’1勺なイ1・．（ノメ夫1teξti｝勺イ丁為となる（力rC～㌃）るs、
　そオ1．．ゆズ．一ノッーリ．．－vレの「衝動」は、「衝動志1自」す生」と：名！づけ」・．　Ji’してしNる．｝二うに、、＆－i「6Pl生（ノ）1再」造’
にρ川三2n．る理性の川的，1命に貫かれており、しかもあらゆる理性的活動が意識の最ド層である受
動性の層かL’．ノ基づけられるという仕方で、意識の能動性へとL昇する目的論として理解されて
L・る．．ノ．ソサー・一ルの倫」里思想の特・i蜘．よ、快一不快の感情から価値を志向1γ」に分析．し、こうした
イ曲イ直・・一ソ），1，ミい’・ll’｛勺隈1イ系を意：，志（ノ）－fL“　’．k：　f＼と戊IL／．5け、さ一せるとし・う、珂！’｝生（ノ）日「］勺｛；命白勺桿琴」宣ンう1矢日ぎεσ）ゆ㍑IE
論の分W．、↓IL．．て示されている，点にある9、つまりそこでは衝動的生）・・YJ　iら意志泊勺生（人間性
IIUmanil川にJjけるノL）へとヒ昇する、志向性し／）目白く」論的憎1格が見て！収られている．、衝動と理
性とが連携一・j’る！rいうフッサールの特殊な目的論は、以トの諸点を確認すれば理解は日∫能であ
る．それ．は、ソッサー．ルにおける衝動や本能が、理性に対置され．ろ暗い情動としては≠、はや理
解され．、てはいない巳いう二と、ならびに、「実践的ハヒ．トゥスの現働化」に7’pL．られる．．！二うに、人
↓各共「司く本にi．．；i「るイ命上里1’｝｛」弓ミ㍑t、身イ本に杜～．ざL．た　「で乏重川｝勺㍗引貰ヤ｝三」に．｝二つて勇力機づけら才Lた自己
規律；こll・）’．ミ．形成され．てきていることである．
　’ノブリ．一一・い力「愛い．ノ）うちに・J：：されることも、感性的衝i動？うミ意志的生を基！づける目的論の信こ
系的関．係の［P．f』、「衝動」の駆動ノノに抗いかたい：性的な愛’」7b　，ら、しかしながらこうした「衝
動」に抗うのでもな．く、さりとてそれに身を委ね尽くしてし三うのでもなく、こうした「衝動」
における「愛」の日定的働きをそこに確認するこ．とで、それぞれ・力「日Lシll］・：新」に基づいた倫
理自．勺一社会日｛」共！司体における「ノて愛」へと展開三『．（いくことである．、いわば、衝動的な愛σ）日
己肯定を通Lてこそ、理性的愛への1：昇運動の機構が導かオ’してlv、ると1．．tl’え工○　　フッサー一ルに
おける「衝動」は、理性ll義の立場からの方的な否定に組み敷かれるべきものではない．．衝
t｛1）jlこよる共1司fn’9　1よ、　そオし1よし、まプご：意、［⊆1［’r｛」一トヒフミ自勺一！衛力］．！自勺・共1司体を川多｜友づ．るも（ノ）　ご1まアミし、も〔ノ）
の、こうした倫理1「内なもU）のヒ台を’，・li’にすでに形成’おる力を有している．これこそ’が、フッサ
ーっレ｛ノ），i’う　　「’．寝1践「1勺ノ＼ヒttトゥス」　1こf也プ£らプごし、．　そ’〔ノ）ノ」と｛ま、　「径1重）j」　を否∫とづ一る〔ノ）一ごsi）、　「種f
動」の持つ傾：向’性につき従うのでもなく、「愛1の態度のうちに「衝動」を㍑定日く」に取り戻すこ
じである，倫理的生にお1．tる意志的決断の習’慣化は、こうした生に恨1原的に内在する「種r動」
（ノ）禎極自勺ゐr　fil’定を通じて、生そガ）もu）が倫理的なもσ）へと転換している　（XIV　S，171）．．フッ
サー一ルの／而理，1』、想に、特に「愛」ソ）問題にフsられるのも、衝動白勺な「，1“t・1’i｛Jな愛」から共叫仰⊆的
な「友愛」への転換を担・．．・ている、身体に恨ざし．たくハビトウス1の現働化の1：淀的な7Jであ
る．
省き宍（ノ．）捗∴カ・によ〕｝〕’る　r㍗？・1貴’卜生」
　我々は⊥り、卜、・ノッサー．．一ルの1．受動的習慣性」．とkハビトゥス〉の！重1きを確認し．てきた／／それ
らを．通じて導かオ　1．てきたソ）は、フッサー一ルび）「’i．　z／’動的習慣・性」、t．ヘビトゥス〉に：rjいて、自d
川帰的なli陥’動的生のあレ川∫が端的に示されており、更にはこうし．た日；．動的生」t：～ハビトゥス〉
を通じて創造判1の獲得をも日指Lていることである、，「受動的習慣W三」に才、；いては、没自我的な
’受d功白勺糸宗合｛、．’、才5いて、　本f彪（ノ）　’i　twtlと徳∫動」、志i（lpl生に．Lる側］きを，通じて　「身’（4Ktい・じ♪イヒ」　を手1［う側」き
が確認され、、そ［．て更に1．Li受動性から能動性へ、ヒ｝｛日換していく力が熟成され／・）　一”）あることも忘
106
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れてはならない．．｝：三た、’ノッサー．一ル倫理，思想における／実践的ハビトッスノにおいては、衝動
的な〔1性自～」な愛」を｛’ F愛」へと・お換する働きが確認された、二二では’．ノッサ…ノレの特殊な日
的論解釈がかかわっており、［・実践的ハピトゥスの現働化」にはむL．ろ創造的な活動1生をすら認
めうる余地があるのではないだろうか　日我論1灼解．釈に尽きる二しのない問モナド〕h4）な本能の
交流から、高次の倫理［s｝勺ノヒの共irll体へ：とヒン1’するフソサー一ノレぴ．）川fll｝1観↑ノk諭として、モナド論
を展開させていくu／能’性も拓かれるだろう．　ttこ二で最後に、現象学者．としてのフッサールの自
已省察の歩みの・うt．、で、そのイ動きが確認されるくハビト・ンス戸力㍑定的な力を・確認することで、
フヅリ・一一ルの　〈超メ越論的経験〉の！．し体化を完遂したい，．
　1934年のある）Ytr［rl’；i（Ms．．　BII8）でソッサー．一ルは、生成と自己時間化における私の・仔在構造
分机．、川界時川化（ノ）うらで．有：在しっつ現象’：膓：するものとして（力私の存在構▲□分析を、「超越論白勺
自己省察」　Yr　1．∵⊂iを行．する．　r．うLた、自己省察は、フッサー一ルによって再；．繰り返された徹底
化された．還元である、そこで試みられて1、・ることは、「現象学すること」を現象学することであ
り、適切に表現すれば、現象学の時象～が［．現象学すること1それじたいに成り至っている
現象学のぐじ象1分iy「．である．、「超越論的白己省察」とはしたがって、我々がこれ．まで確認して
きた．［反省」に後糸フ‘［三して川いられたく方法／を介してフッサ　ルが試みている、本来的な意味
での「現象学の日己1．／ヒ判」に他ならない’だろう　したがって、「超越論的自己省察1の｝1的は、
自己時間化し才ミ現される、私σ）「現象学：すること」のll題化であり、：れを通じて「現象学す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　N　　　　　1　　　　　N　　　　　N　　　　　N　　　　　N　　　　　s　　　　　’　　　　　N　　　　　N　　　　　1　　　　　N　　　　　x　　　　　h　　　　　1　　　　　N
るこ．との’うらで、世界構成を遂そJ．する創造的活動性が新たな存在野へと至る」（Ms．，　BlI8．　lb
傍点強調弓1用者り．こうして、「超越論的自己省察」の歩みの中で最終的な成果として導かれた
m）か、この　「新た．な存在野」へと至った　「創造的活一動梢三」であり、それこそまさに生成し／．）つ
ある1，f・1・’在’i’生三Lて1．力自己なしノ）｝㌘
　止殿’一．ノ．二．生：ノノ経験とL’う　．’．私．：ノ川垣才！．の世界の統　’㌦戊『）らで、仁、は生きて！．、た．　J．の　．．君、は
牛き’こ．いた　 ；よ！感・1｝1汐ゾ｝・．として、そ．こ．てこ・）二た生㌧・らii台．三る角虫発され㌃．作；U〔ノノ｝三として、そ
L．．．：．i三さにこうした．触．発や作用の生動’性などをfl．する習｛貴的関心・力生三∵．．て理解されるべきで
、．（））る　　〔氏！s，BH8，2a）
　沈1殻した生U）糸：白験という『替在i］勺生に生きる私ソ）創造日加舌動y性を、フソサー一ルは「走昼．越論的！’i
己省察」の歩みのさな、膓・で認める．、この沈殿した生において、創造性への動力をなしているの
が・1ハピ』トゥス〃；こ他ならない．　．▽・ビト1’ノス、1ま、それが実際に獲得された二知であり、身体’．＼
と沈．殿することで’創造的活’動性へ〔ノ）動力をなしている限りで、観照的な知、認識の働きを示す
わけではない　『．．ハソサ　ルはくヘヒ馳’トゥス＼に、例えば具体的現在において過去存在を「想起
できるi（・hkallmllich　erilmern」という，経験・ノ）経過生成のさフ！£かでのアクチュアルプご「自己
実現化s　ich　verwirklichen．1という実践的な能力K6nnenを認めている（EII8．3b）．，そして屯
要なことは、こうした実践的な能力として、自已身体に恨ざした知への気づきそのこしが、三
さに．［現象学の自己手1．ヒ判1である「超越論的自己省察」を通じ．て顕かにされていることである．、
　〈ハビト・ンフバ　という自己巨了抽丁｝〔；勺なi舌動白勺生1ま、耳↓象学者の「超越論的自己省察」の歩JX“の」途
Lで顕かにされる、省察者みずから（ハノ易んでいる「省察すること」としての’：だ践的な行為；こ他
ノk’らなし、．
　ある意昧で日「9i・めた．関心と｛．［，　こうした］1］心」．貞・＼．と8貞在化し．たゾ．JL］・’しりLうなパ…動桝三ととiもに
わるアクチ、：．！．アリテー．・トの・1）1．」で日覚めることで、（：・る．その生動性と；い∵ノトゥスのノt二動性で
あり，　ヒさ｛こい．：｝1’lk一践的にul’kL．なも（ノ．）’．．＼とlf4」けP）れ・ること1こおけ．る生動・性一ttあり，いま獲得川’
育ピノeもtノ）、　・ヒ”iL’毛い・．・てね：為一．1．．・（さもゾ｝，あるいにL作業の遼…展しノ）さノ：．U・で一・｛．でに．㍗叱ピゴ〔るく、り）、
し・［／’一：’」’if・i’；！J・一ド（ノ）もゾ），　吋1’［．・1ミ1趣L．1し・・』）き’｛．た］し∴）2・C）もノ）／ご、Lご．ご、ξ㍉㌘）　　Lへls．　Pl．i．｝7）
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［超越論的経験論」としてのフッサ…ル現象学の日∫能性
　　」ソ、上から、「超越｜論自勺経1験『‘刺としてU）フッサー一ル」3巳多↓学の吋能性｝こついて結論する．．我々が
フッサール（ノ）〈超）1／isk論的経験〉の1ノ・1実をより目一体化する意図に即して考察した、彼の「受動的
習慣性」、（ハビトゥス♪のうらに確、認されたのは、受動性を能動／／三へと転換L、衝動的生を倫
理的姻舶ξ」ノ1－．一と転換する日1）i三的な力が、・．kさに経験を通じて獲得されてきた知の沈殿化．とし
．⊂〔ノ）身で本に．才．jし・、『ご兇ll）文さ才・1、－Cし、るこ，と．／ご．．　『替イピ白勺ノCもU）fJ・じ）（カジ仁～婆イヒを，i垂じ『⊂」／！　S〈動イヒし／ノ！）カ）
る生命（ハ運動とLてく超越論的経ll験）を語りうる、「超．越論的経験論」としてのソ・ノサー一ル現象
”｝ζ：e7川∫能性に．㌧って、フッサー一ルc1）〈ハヒt一トゥ．ス〉にも確認さ7，’Lた、「創造的活’動」刊三」がイ1’する
意：義は少なくプcいだろう．．我々はここに至って、以卜’のように結論づけることも可能であろう、．
1．
ｻ象学者．の創造的なく超］些論的経験1こそ｝三．さしく、「超越論的経験論．1のヒ演に他ならない」
・／
1川内は、潜在的な知ソ）働きとしての’．1ハヒ1トソス．、．の、その潜力ヨ生とし．．二’ンり1坐を身体にフ⊂こいろ，　ハヒ．トウ
ス川身体に沈殿し．意、識にLらないLうにな一．・・．．：、ハピ・ウスと1．一て定．《；「する　ハヒ．．ト・フ．ん0恒：識にヒらすに、
現実化”j．るた．’！」i－．ば、潜在性の座が必要であり、その1坐が身体な・ノ♪である．（山内12UUII．S．127）　－1．うしたハ
［：i・リスの具体｛・｛　ilし：1．．て彼がア秀；ドそノのは、数｝一年ぶりに乗iる自軋i中二の事例である　二J・で’ソ・ピ』トゥス1にS，if、
めらλ［『．．1∨、るLわか、表象に示される．1、うな再想起ぞ、・う意識括．i動とは異なる．身体的記］意・ノ．）｛動きでおり、し〃弓，
他者やYY・ttl’i・t」な周囲状？t’己の一T三．行為を産Mlする能／」である　！lebd．、S．1　L？8t’1’．　｝
tt　Vgl・IL・；慣・ノ）存．在を気／㍑・せるのは、習1貴が痩得される前ヒ；壊な’・た、活野く」連動の．様相であレいそれは
llir：」妾：．二在見劣｛』・．こさ．る　　（h6］．r［ll981｜，S．．11）
：’．　‘ノ　ィン〆ノソ；二G」L・・こt、　i～illlfes’1』’｛：　1よiピと越言G言h（」概，念と1し’：jヨ｜！．角孝、さλL’こ」」｛〕．　ゼILし．ノ）4｛三∫≦芝i）ミ’lifを勇i〕］機ン：5　i　S、　i‘｝L⊥・｝』’ヒ
を形成するもの｝：こて理解されている、フッサール・カゴデカ～しト的省察，Lノ）改訂作業の中・．lr一フィンクは、．衝動
・ノ）㍗ヤ・1ξ妄自勺糸1U・ikイL二　 ・Lq，・・X［一・：V一ラ《、㍉ニー－rl．iUノ言者｛・∫能’1』～七を」『旦・う　　辛了］．琴ミ㍗七　 ．こ’江自じプ：二、　ドa已・ノ）」．］メ．仁イヒゾ）」〔易1自iをi＃iL、w．ごL・る
　〔Vl．CM／2、S．23．lf、．）
｜　1．．、う・1＿オ、㌧〃／；し㍉二，・ノ）’」～‖～・、　』ノ　ソ・り．一ノし：．ζ　．・二乏動」口勺習・i貫・｝－儲三　 1こ．痴i…艮男Lノ）二了こ1也し1）、丁・、フ：、こ｝でイ三㍉言．匡、’㌔《戸．：し・t’こ弓享’ヌミを’、　」’旨打自
．ぱ．1い1．．［’ならな！一（IV．Sl31（．）fJ
5感覚の間身体lt’1三において働くaggt　u　xtvt一醒と、衝軌しミ向性Lり形成を通1じて身体巾心1ヒがti．われるが（V9｜．
山川20051．S．262f．）、身体に沈殿化された知．としての　受動自．勺習．1：貰性、1ハピ．｝・ウス・の働き・の関り・1，そ二に
畠eふV戊」㍉）1し〉：｝i’y’／t；ノ〕・『1
ト；　1、〈知らね．てい～：．ばうに、．イテ’一ン．II　U）斉．麦．糸冬（．；一▲艮↑i・こr“i工、‡青‡申1ノ）糸色対ごヨljf［▲i　付斗11｝Z5こ迂享㌧・／～し’：し・る　　　こ　こ一ご：、、
’許了1』｝’Q’・F・i－｝三；．こ．｝＿一・’．こ『汗フ｝∬～こSAしiヂこゼ｝L1・y）1謄豪三’｛’4三を」ぶ旦う《封体白勺オ£自dCノ．）．．辱芒’辻三ン6S「］㌧｝）オしる　　；こ・・ノ）1膓～㍉こ；±、　i戸1，“Xlとし・う∫f≧フ
式で反復日∫能なL｝｝：物の個体性とは区別された、時間形式内部で反復されること‘ノ）な！旨．・個体性格がフら’サールに
認、められ、ている　　したかつ’こ精神の糸色対’的個イ本性とは、志向的対象の構b父層に即こ、て導かれ、た、意識　（自我）
の能動性　受蜘’枳：いう対関1き1におけ’る、いずれの自我としンても理解できな1、、むころ　これは本論‘二こ；’　S’iE明し
て1 ｫた二1：！．－ibt　そうした構成的問いと、問いの位相をそもそ・も異にした、潜在的なち1のからの生命のイ固体化／
差異化と！て解†尺されうる　精糾1．の特殊な個体的あ｝．山びここ．に確認されよう　こ．・’に．た　精神．の絶対的
個体性か1’、、ソィンクの現象学的思惟iへ連なる　世界　それじたいの差異化の連動と’［．．ての　コスモロギー的
1転川や、1「己・．ハ生を個体｛ヒ／差異｛ヒ［．．つ！．）、こぴ．）個体化／差異イヒすろこしじたいが個体fじ／芒異化する　モサ’ド化
’f！二Jllこぎイ）　〈糸色k’，j－　lij勺吋：一一｝＾ド）’，　’＼しノ）ljC．　BPI　／」ぷ導力、オしる7ご／）・う
7　ト・、’ス・』ノ’ク1’ナス1二示されているように、中世神学の．文1‖臼こ：｝．．」いてもIILlbl｛usl．は．こうこ～『二人間的知性の
o1うさ∴［、1□こ才；：｝‘1：）11i’1・｛j　（鮮》　」∫；〔1．刈（ノ）U艮角♀）　、｝二、　糸冬仁「rノ、t、・1（，k問知・1生へ、ノ）ゼj　Lこ」還占音）　』（ノ）｝昔ゴゾ）‡勺自ミ」連糸5e卜生を’・1㌧：換さ一t⊥1
るf動き．を有ス　．こ．い〃5　（相］」亘ll9811、S．．1：16f．）、
SVgl．　特別な．口：Bllでの燈とは、人格白｛」に其に．、．t”1ることであり、全体的生ソ）地’｝㌃を伴・．・て比に．’ilきろことであ
るイ．・れは．．　iPに｛固別的にt’f／在し．牛きるこど、で’も、偶然に．レ．・’こ’のみ他者』を愛∵）づ理解寸るこ．じでく、ない
τ．・）ではなく、白己固k’な「f二rllが他K．・りう㌧に．あり、他提ゴに・りうらに引さ．受i．｝るこ：．1であり、　L．かも、．．1三
さに具体的に　、・］1き’受けること：である．，…Uい略）・一　三して、意，志的な献身”1こL・・て〉じに．生さるこ1で．こ、巳、
が他者川ぴとづ．こ消・るというごとが．地平的であ〉：）．ぷ：じ．・『）い’：：．」心ド1に、他者「い；］、知｝：いう諸川能性を．通じて
二参tj・’」1る力、、　王∫、∪’〕普込遁自勺オ；牛、tノ．）1～舅1し｛、．1：、　こ、う　し了ご、；日｝川’亨fヒ．1生1こ仁「、じ　：．．『こV・ky「i’1」：こ1，1り．　t．．『ごし・る｛t旦者’・＼．と1（・〕㌧・う、　糸充
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　・Lた普遍自勺生しノ）関’L、なの㌃．私（ノ）ノにの1σ：，L－：け、私ソ）仁未来、ならぴにそ．れとり・㌧／・：二な一．．．こ：、・る、・愛され7．三
～｛’cY）／1こA（cノノB日力・オL／『こ双［「；艮〔ノ）／也＼ヒ：イ：イゴL∵⊂し、る　　（λls．F：ln8，8札und　ga）
りVgl．われわれは今や、実践的努力の何らかの領域、そLて最終的にけ工↓体的な実践的生全体を受け／llるな
らば、意志の允実それ．じしん／（計画遂行）、ないし意志の終着、之Lて心性の充Jt．、そ1．．．こそれらを基づける価
ll白：／）：1．る二とタ∫区：シlr川　ノ川」’λL｛r／Cらノ9し、　↓Ms．AV22，28b）
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